
実験1 図1から①〜④のプラスチックは紫外線を照射することによっ
て分子量が低下していることが分かった。また⑤のプラスチックは分
子量を計測する過程で，紫外線を3時間照射したもの，100時間照射し
たものがそれぞれ完全に溶解してしまった為，分子量を計測すること
ができなかった。⑤のプラスチックは他のプラスチックと比較して，
紫外線を照射する前後で外見の変化が最も大きかったこと，紫外線を
照射していない⑤のプラスチックは溶解しなかったことを踏まえると，
分子量が他のプラスチック同様低下したことが示唆される。

実験2 図2から①〜⑤のプラスチック片の中で最も酸化しているのは
②のポリエチレンのゴミ袋であることがわかった。安定性が良い順に
⑤，③，①，④，②となっている。

実験3 現在実験中。

5 考察
実験1の結果の理由として，紫外線により分子間の結合が切断された
ことが考えられる。
実験1，実験2よりプラスチックの分子量低下量と酸化度合いは相関
性が低いと考えられる。
実験1では複数のPEの試料のピークはどれも同じように変化してい
たのに対し，実験2では酸化度合いがバラバラだった。これは，PEが
低密度ポリエチレン（LDPE）,高密度ポリエチレン（LDPE），直鎖
状低密度ポリエチレンの3種類に分類され，それぞれ酸化しやすさが異
なること［4］が原因の1つであると考えられる。

6課題と展望
今回の研究から紫外線によってプラスチックの分子量が低下するこ
とがた。しかし，実験で用いたプラスチックには，色のついている物
もあり，プラスチックそのものが劣化しているとは言い切ることがで
きないため，同じ素材で，無色透明のものを用いる必要がある。また，
今回プラスチックの分子量が低下した原因の一つとして酸化が考えら
れる［2］。そのため，プラスチックの表面が紫外線の照射によって酸
化したかについてを確認する実験も行う予定である。仮説(2)の実験も
行い，添加物の溶出量が増加するかについても確かめたい。
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紫外線がプラスチックに与える影響

1 研究背景
昨年度，私たちは陸上に存在するマイクロプラスチック(以下ＭＰ)が
生物に与える影響を調べた。ＭＰについて調べていくと，プラスチッ
クには可塑剤や耐熱剤として様々な添加物が加えられており，その中
には人体に悪影響を及ぼす可能性のあるものも複数あることがわかっ
た［１］。

また，これらが自然界に存在するプラスチックから溶出すると自然
環境へ悪影響を及ぼすことが懸念されている。私たちは前回の研究で
自然界のプラスチックは劣化することにより性質が変化するという知
見を得た。そこで，劣化したプラスチックとそうでないものでは添加
物の溶出量は変化するのではないかと考え，今回の研究を行うに至っ
た。

2 研究の目的
(1)紫外線によってプラスチックが酸化することを確認する。
(2)プラスチックが酸化すると添加物の溶出量が増加することを確認す
る。
(3)紫外線の照射時間と添加物の溶出量の関係を調べる。

3仮説
(1) プラスチックへ紫外線を照射することで分子量が低下する．
(2) プラスチックの分子量が低下することにより，添加物の溶出量が増
加する．

4 検証方法
(1)器具
パソリナグローブボックスAS-6008（無菌箱 縦50cm×横60cm×高さ
50cm）,サイズ排除クロマトグラフィー，東芝 GL15(殺菌灯 波長
253.7nm)，ケミルミネッセンスアナライザー（CLA-FS4）
試料 ポリエチレン｛①ラップ(無添加) ②ゴミ袋 ③ラップ(添加物
有り)｝ポリプロピレン｛④魚肉ソーセージの包装｝ポリ塩化ビニリデ
ン｛⑤ラップ(添加物有り)｝
(2)実験方法
実験1 ①〜⑤のプラスチックに紫外線を照射し，サイズ排除クロマトグ
ラフィーにより分子量を測定。このとき②，③，⑤には3時間と100時
間，①，④には100時間だけ照射した。
実験2ケミルミネッセンスアナライザーを用いて，試料の酸化度合いを
調べる。
実験3ガスクロマトグラフィーを用いて，添加物の溶出量を測定する

5 結果
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